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活⽤事例タイトル 電⼦投票端末装置を活⽤した授業時間内評価システムの研究 

対象授業科⽬/活動 算数 社会 理科 

授業または活動の概要（⽬

的、実施時期、授業の場合

教科名や単元名、対象学

年、参加⼈数、ICT の使⽤

局⾯など） 

 児童 1 ⼈ひとりに電⼦投票端末装置を渡し、授業中に１０問程度のアチーブメン

トテストを⾏う。このシステムの特⻑は５つ程度の選択肢を選んで解答したら瞬時

に答えがわかるのことと、同時に全体の何％がどの選択肢を選んでいるかがグラフ

となって⽰されることである。また各児童がどの程度の解答率であるかもテスト終

了後パソコンに記録されるため、その結果をもとに次の授業が組み⽴てられること

である。従前から⾏っている形成テストだと、テスト－採点－反省－授業へのフィ

ードバック…と⾔う過程を経なければならないが、この投票端末装置を⽤いると授

業の中で組み⽴てを変更したり、復習を強化するなど臨機応変に対応ができる。 

 現状では算数で多く活⽤している。つまずきやすい問題を⽤意し、１５秒程度で 1

問を答えさせる。⼦どもの苦⼿な操作や計算を教師は簡単に知ることができ、短時

間で対処することができる。 

ICT 活⽤により 

期待できる効果 

ICT 活⽤のねらい 

・1 ⼈に１台ずつ端末装置を持つので⾃分で考え、⾃分の意⾒を出すことができる。

挙⼿に⽐べ「誰が何と答えているか」は他児童にはわからないため、意思表⽰を容

易に⾏える。 

・短時間で授業内容のアチーブメントテストと解答が可能なため 1 年間の統計を取

り、教師⾃⾝の授業反省ができる。 

・算数に限らず使え、⽤語や記号のテストに対応できる。 

・２⼈で 1 台の端末を与えることで 2 ⼈で隣接バズ学習を⾏い、学び合いが⾏える。

 

評価、振り返り（活動の評

判や児童・⽣徒の声など） 

・１台ずつの装置が与えられることで児童のやる気が表情からうかがえる。 

・選択肢がＬＥＤでカラー表⽰され、問題に参加している意識が強く⾒られる。 

・「今⽇は投票しないのですか」とせがむくらいアチーブメントテストが楽しいよう

である。 

・即解答が出るのと、円グラフで⾃分がどの位置にいるのかがわかり、やる気につ

ながっている。 

 


